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ドキュメントのアクセシビリティにつ

いて

Oracle のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle Accessibility Program の Web サイト http://

www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docacc を参照してください。

Access to Oracle Support
Oracle サポート・サービスでは、My Oracle Support を通して電子支援サービスを提供していま

す。詳細情報は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=info か、聴覚に障害のあるお客

様は http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs を参照してください。
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1
SQLインタフェースの概要

この章の内容

SQL インタフェース・プロセスの理解. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .7

SQL データ・ソースまたはリレーショナル・データ・ソースを使用する準備

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .8

SQL インタフェース・プロセスの理解
次元を構築し、SQL データベースおよびリレーショナルデータベースから値をロー

ドするために、SQL インタフェース機能を使用できます。たとえば、要約データ

のみの取得を指定する SQL 文を実行できます。

Oracle Essbase Administration Services、MaxL、または Oracle Essbase Administration

Services を使用してロードできる、スプレッドシート・データ・ソースまたはテキ

ストファイル・データ・ソース用の SQL インタフェースは必要ありません。Oracle

Essbase Database Administrator's Guide および Oracle Essbase Technical Reference を参

照してください。

SQL インタフェースを使用すると、Unicode モードのリレーショナル・データベー

スから Unicode モードの Oracle Essbase アプリケーションにデータをロードできま

す。Unicode の Essbase での実装については、Oracle Essbase Database Administrator's

Guide を参照してください。

SQL インタフェースは、Administration Services と連携してデータを取得します:

1. Administration Services を使用して、SQL で SELECT ステートメントを記述しま

す。

2. SQL インタフェースは、SQL サーバーまたはリレーショナル・データベース・

サーバーにステートメントを渡します。

注： 必要に応じて、SQL インタフェースは、非 SQL データベースに適した要

求に SQL 文を変換します。

3. データロード・ルール・ファイルで定義されるルールを使用して、SQL イン

タフェースはデータベース・サーバーから受け取ったレコードを解釈します。

第 4 章「SQL データのロード」を参照してください。

4. SQL インタフェースは、解釈済の要約レベル・データをデータベースにロー

ドします。

SQL インタフェース・プロセスの理解 7



SQL データ・ソースまたはリレーショナル・
データ・ソースを使用する準備
SQL インタフェースは、Essbase サーバーのインストール時にインストールされま

す。初期構成タスクの詳細は、Oracle Enterprise Performance Management System

Installation and Configuration Guide を参照してください。

ä SQL データ・ソースまたはリレーショナル・データ・ソースを使用する準備

をするには、次の手順を実行します:

1 ODBC ドライバを構成し、データ・ソースにポイントします。第 2 章「データ・

ソースの構成」を参照してください。

2 データが複数テーブルに含まれる場合、1 つのアクションを実行します:

l SQL インタフェースを使用する前に、SQL データベースで、1 つのテーブ

ルまたはビューを作成します。

l データ・ロード中に、Administration Services に SELECT ステートメントを

入力することにより、テーブルを結合します。

手順は、13 ページの「複数のテーブルのデータ・ソースを準備する方

法」を参照してください。

3 管理サービス・コンソールのデータ準備エディタを使用することによりデータ・

ソース接続を確認し、SQL ソース・ファイルを開きます。第 4 章「SQL データの

ロード」を参照してください。

4 SQL インタフェースに Essbase データベース内で使用する SQL データの解釈方法を

示すルール・ファイルを作成します。第 4 章「SQL データのロード」を参照して

ください。

これらの手順が完了したら、データをロードするか、次元を構築します; 第 4 章

「SQL データのロード」を参照してください。

8 SQL インタフェースの概要



2
データ・ソースの構成

この章の内容

データ・ソースの構成について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9

Windows でのデータ・ソースの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .9

UNIX でのデータ・ソースの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

Oracle Call Interface の使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

データ・ソースの構成について
SQL インタフェースを使用してデータにアクセスする前に、各データ・ソースの

オペレーティング・システムと各データ・ソースに必要とされるドライバを構成

する必要があります。

Essbase のインストール時に DataDirect ODBC ドライバが提供されます。

注： Oracle 11g データベースに接続する DataDirect ODBC ドライバは、マルチス

レッド接続を使用可能にし、大文字変換を使用不可にするように構成され

ています。

各 DataDirect ドライバの詳細で、ドライバ固有の情報は、DataDirect Connect for

ODBC のリファレンスを参照してください。このリファレンスの場所(通常/

EPM_ORACLE_HOME/common/ ... /books/odbc/odbcref/ディレクトリ内にある)

は、プラットフォームによって異なります。

非 DataDirect ドライバを構成する、または DataDirect ODBC ドライバのデフォル

ト設定を変更するには、第 5 章「非 DataDirect ドライバの使用」を参照してくだ

さい。

サポートされているドライバのリストについては、Oracle Enterprise Performance

Management System Installation and Configuration Guide を参照してください。

Windows でのデータ・ソースの構成
Windows では、ODBC Administrator を使用してデータ・ソースを構成します。

ä ODBC Administrator を使用してデータ・ソースを構成するには、次の手順を実

行します:

1 「開始」、「管理ツール」、「データ・ソース(ODBC)」の順に選択します。

データ・ソースの構成について 9



2 データ・ソースを選択または追加し、ドライバに関する必要な情報を入力します。

詳細な手順は、ODBC プロバイダのドキュメントを参照してください。

UNIX でのデータ・ソースの構成

ä UNIX でデータ・ソースを構成するには、次の手順を実行します:

1 $ARBORPATH/bin/.odbc.iniファイルを開き、データ・ソースの説明を追加しま

す。

2 データ・ソースを追加するか、ドライバ製品またはデータ・ソースを変更する場

合、ODBC 接続およびデータ・ソース名やドライバ製品名などの構成情報を更新す

るために、.odbc.iniを編集する必要がある場合があります。更新の手順と要件

は、プラットフォームによって異なります。

例: DB2 に対する.odbc.ini の更新

次のシナリオを想定します:

l isaix7 サーバー上にある「tbc_data」という名前の DB2 データベースへの接続

l DataDirect 6.1 Wire Protocol ドライバを起動する ODBC データ・ソース

(「db2data」という名前)を使用

.odbc.iniファイルを編集するには、viコマンドを使用して、次のステートメン

トを挿入します:

      [ODBC Data Sources]

db2data=DB2 Source Data on isaix7

...

[db2data]

Driver=/vol1/Oracle/Middleware/EPMSystem11R1/common/ODBC/Merant/6.1/lib/ARdb225.so

Database=tbc_data

IpAddress=isaix7

TcpPort=50000

   

注： 各 DataDirect ドライバの詳細で、ドライバ固有の情報は、DataDirect Connect

for ODBC のリファレンスを参照してください。このリファレンスの場所(通

常/EPM_ORACLE_HOME/common/ ... /books/odbc/odbcref/ディレクトリ内

にある)は、プラットフォームによって異なります。

Oracle Call Interface の使用
ODBC にかわる手法として Oracle Call Interface (OCI)を使用すると、データ・ロー

ドと次元構築のパフォーマンスが大幅に向上します。この手法では、データ準備

エディタを使用して OCI 接続識別子を指定します。

10 データ・ソースの構成



Oracle OCI 接続識別子を使用するには、データ・ソース名(DSN)識別に次の構文を

使用します:

      host:port/Oracle_service_name

   

ホスト・サーバー名が myserver、ポート番号が 1521、および Oracle サービス名が

orcl.us.oracle.com の OCI 接続識別子の例を次に示します:

      myserver:1521/orcl.us.oracle.com

   

Oracle Essbase Administration Services Online Help も参照してください。

AIX システムでは、OCI を使用して SQL データをロードする際に非同期入出力を

使用可能にする必要があります。使用可能にしない場合は、データ・ロードが失

敗して次のメッセージが表示されます:

Cannot get async process state. Essbase Error(1021104): Cannot load instant client 

shared library [libociei.so].Make sure that the required binaries are present with 

correct environment variables set.

ä AIX で非同期入出力を使用可能にする手順は、次のとおりです:

1 aio0ドライバの状態を判断するには、次のコマンドを実行します:

            lsdev -C -l aio0

         

出力例:

            aio0 Defined Asynchronous I/O

         

「Defined」は、aio0ドライバがシステムにインストールされているがアプリ

ケーションから使用できないことを示します。ドライバをアプリケーション

で使用できない場合には、aio0 ドライバの状態を「Defined」から「Available」

に変更します。

2 AIX の cfgmgrコマンドを実行します:

            cfgmgr -l aio0

         

3 「Available」の状態を恒久的にする(システムの再起動後にも同じ状態を維持する)に

は、AIX の chdevコマンドを発行します:

            chdev -l aio0 -P -a autoconfig='available'

         

変更を有効にするために、システムを再起動する必要はありません。

出力例:
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            aio0 changed

         

4 aio0ドライバの状態を確認するには、次のコマンドを実行します:

            lsdev -C -l aio0

         

出力例:

            aio0 Available Asynchronous I/O
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3
複数のテーブルのデータ・

ソースの準備

この章の内容

複数のテーブルのデータ・ソースを準備する方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

データ・ロード中のテーブルの結合 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

複数のテーブルのデータ・ソースを準備する
方法
l SQL インタフェースを使用する前に、SQL データベースで 1 つのテーブルま

たはビューを作成します。

l データのロード時に、管理サービス・コンソールに SELECT ステートメントを

入力することによりテーブルを結合します。

アクセス権限の要件
1 つのテーブルまたはビューの作成、およびテーブルの結合には、データが格納

されるテーブルへの SELECT アクセス権限が必要です。1 つのテーブルまたはビュー

を作成するには、SQL データベースで CREATE アクセス権限が必要です。

優先される方法 - 1 つのテーブルまたはビューの作
成
SQL データベース・サーバーは、複数テーブルの SELECT ステートメントを処理

するよりも効率的に、1 つのテーブルから読み取り、1 つのビューを維持します。

したがって、SQL インタフェースを作成する前に 1 つのテーブルまたはビューを

作成すると、SQL サーバーで必要な処理時間が大幅に短縮されます。

データ・ロード中のテーブルの結合
CREATE 権限を取得できない場合、管理サービスを使用して、データ・ロード中

にテーブルを結合する必要があります。

ä データ・ロード中にテーブルを結合するには、次の手順を実行します:

1 関連するデータが保管されているテーブルへの SELECT アクセス権限を取得しま

す。

複数のテーブルのデータ・ソースを準備する方法 13



2 管理サービス・コンソールで、テーブルを結合する SELECT ステートメントを作成

します。

1. Essbase にロードするデータを含むテーブルと列を識別します。

2. 「ファイル」を選択してから「SQL を開く」を選択して、「SQL データ・

ソースを開く」を表示します。

Oracle Essbase Administration Services Online Help を参照してください。

3. テーブルを結合する SELECT ステートメントを書き込みます。

17 ページの「SQL データ・ソースの選択」と17 ページの「SQL クエ

リーの作成(オプション)」を参照してください。

注： Essbase は、構文を確認せずにデータベースへ SELECT ステートメン

トを渡します。

14 複数のテーブルのデータ・ソースの準備



4
SQLデータのロード

この章の内容

データのロードと次元の構築について. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

代替変数の使用 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

ルール・ファイルの作成と SQL データ・ソースの選択. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 16

集約ストレージ・データベースへの複数 SQL データ・ロードの並列での実行

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18

データのロードと次元の構築について
1 つ以上の SQL データ・ソースを構成し、複数のテーブルのデータを作成した後、

Oracle Essbase Administration Services を使用してデータをロードし、次元を構築で

きます。

ä データをロードして次元を構築するには、次の手順を実行します:

1 代替変数の使用を予定している場合は、それを作成します。

15 ページの「代替変数の使用」を参照してください。

2 ルール・ファイルを作成し、データ・ソースを選択します。

参照:

l 16 ページの「ルール・ファイルの作成と SQL データ・ソースの選択」

l 18 ページの「集約ストレージ・データベースへの複数 SQL データ・ロー

ドの並列での実行」

3 Essbase データベースにデータをロードします。

Oracle Essbase Administration Services Online Help を参照してください。

代替変数の使用
SQL 文字列とデータ・ソース名で代替変数を使用すると、複数のデータ・ソース

に 1 つのルール・ファイルを使用できます。1 つの代替変数は、Essbase サーバー

上のすべてのアプリケーションとデータベース、または特定のアプリケーション

またはデータベースに適用できます。

データ・ソース名(DSN)に対する代替変数を定義して、代替変数名のルール・ファ

イルを指定することもできます。

データのロードと次元の構築について 15



代替変数のルール
l 有効で適切な SQL 値のみを使用してください。Essbase は、値を検証しませ

ん。

l 特に引用符(一重引用符と二重引用符)に注意してください。必要な規則は、

データベースによって異なります。

l アンパサンド(&)は、代替変数に対する Essbase の識別子であるため、SELECT、

FROM、または WHERE 句内の SQL 演算子をアンパサンドで開始しないでくだ

さい。

代替変数の作成と使用

ä 代替変数を作成して使用するには、次の手順を実行します:

1 Oracle Essbase Administration Services Online Help の手順を使用して、代替変数を作成し

ます。

2 ルール・ファイルを編集するには、「ファイル」、「SQL を開く」の順に選択してか

ら、SQL データ・ソースを開きます。

Oracle Essbase Administration Services Online Help を参照してください。

3 「SQL データ・ソースを開く」ダイアログ・ボックスで、アクションを実行しま

す:

l DSN の代替変数を指定するには、「代替変数」を選択し、代替変数を 1 つ

選択します。

l クエリーで代替変数を指定するには、「Select」、「From」、または「Where」

に、"field=value"文字列ではなく(アンパサンドを前に付けて)代替変数を入

力します。

4 「OK/取得」をクリックして、ルール・ファイルのデータを取得します。

注： データ・ロードまたは次元の構築のためにルール・ファイルを使用する

前に、代替変数の値を設定する必要があります。

ルール・ファイルの作成と SQL データ・ソー
スの選択
1. データロード・ルール・ファイルを作成します; Oracle Essbase Administration

Services Online Help を参照してください。

データ・ロード・ルールおよび次元構築ルールは、データが Essbase データ

ベースにロードされるときに Essbase がデータに対して実行する、あるいは

Essbase アウトラインの次元を構築するときに使用される一連の操作です。こ

れらの操作は、ルール・ファイルに保管されます。

2. SQL データ・ソースを選択します。

17 ページの「SQL データ・ソースの選択」を参照してください。

16 SQL データのロード



3. Essbase で SQL クエリーを作成するプランがある場合は、17 ページの「SQL

クエリーの作成(オプション)」を参照してください。

SQL データ・ソースの選択

ä SQL データ・ソースを選択するには、次の手順を実行します:

1 管理サービス・コンソールで、「データ準備エディタ」またはルール・ファイルを

開きます。

2 「ファイル」を選択し、次に「SQL を開く」を選択します。

3 「データベースの選択」で、Essbase サーバー、アプリケーションおよびデータベー

スの名前を入力し、「OK」をクリックします。

4 「SQL データ・ソースを開く」で、データ・ソースまたは代替変数を選択し、必要

な情報を入力します。

Oracle Essbase Administration Services Online Help の SQL データベースを開くに

関する項を参照してください。

5 「OK/取得」をクリックします。

6 「SQL 接続」に、ソース・データベースのユーザー名とパスワードを入力し、「OK」

をクリックします。

データ・ソース・ファイルに関する事実:

l サーバー・コンピュータでデータソース・ファイルが構成してある必要があ

ります。

l UNIX プラットフォームでは、SQL データ・ソース・ファイルのパス

は、.odbc.iniファイルで定義されています。

l Windows では、SQL ソース・ファイルのパスが ODBC Administrator で定義さ

れていない場合、「SQL の定義」ダイアログ・ボックスの「データベース」

ボックスで入力できます。

l パスが定義されていない場合、Essbase は、Essbase サーバーが実行されている

ディレクトリ内で、データ・ソース・ファイルを探します。

SQL クエリーの作成(オプション)
取得するデータを選択するためにテーブルまたはビューを作成するかわりに、デー

タ・ロードの実行時に SELECT ステートメントを記述できます。

注： Essbase で SELECT ステートメントを作成する場合は通常、ソース・データ

ベースでテーブルまたはビューを作成するより時間がかかります。

「SQL データ・ソースを開く」ダイアログ・ボックスの「SQL 文」ボックスでは、

SQL クエリーの記述に役立つ Select、From、および Where テキスト・ボックスが

提供されます。複数のデータ・ソースの提供、レコードの表示のフィルタ、およ

ルール・ファイルの作成と SQL データ・ソースの選択 17



びデータ準備エディタに表示されるレコードの順序付けと分類方法を指定できま

す。

集約ストレージ・データベースへの複数 SQL
データ・ロードの並列での実行
集約ストレージ・データベースに SQL データをロードするときは、データの並行

ロードに、 大 8 つのルール・ファイルを使用できます。各ルール・ファイルに

は、同じ認証情報(SQL ユーザー名およびパスワード)を使用する必要があります。

Essbase は、データ値がソートおよび蓄積される、複数の一時集約ストレージ・

データ・ロード・バッファ(各ルール・ファイルごとに 1 つ)を初期化します。デー

タがデータ・ロード・バッファに完全にロードされると、Essbase は、すべての

バッファのコンテンツを 1 つの操作でデータベースにコミットします。この操作

は、個別にバッファをコミットするより時間がかかりません。

注： この機能は、import ... data to load_buffer with buffer_id 文法を使用してバッ

ファにデータをロードし、import ... data from load_buffer with buffer_id 文法

を使用してバッファのコンテンツをデータベースに明示的にコミットする

ものとは異なります。集約ストレージ・データ・ロード・バッファの詳細

は、Oracle Essbase Database Administrator's Guide を参照してください。

MaxL で、using multiple rules_file 文法を使用して、import databaseMaxL ステート

メントを使用します。Oracle Essbase Technical Reference を参照してください。

次の例では、2 つのルール・ファイル(rule1.rulおよび rule2.rul)から SQL デー

タがロードされます:

      import database AsoSamp.Sample data 

   connect as TBC identified by 'password' 

   using multiple rules_file 'rule1' , 'rule2' 

   to load_buffer_block starting with buffer_id 100 

   on error write to "error.txt";

   

ルール・ファイルのリストを指定する場合は、カンマで区切られたルール・ファ

イル名の文字列(.rul拡張子を除く)を使用します。ルール・ファイルのファイル

名は、8 バイトを越えてはならず、ルール・ファイルは Essbase サーバーに常駐し

ている必要があります。

各ルール・ファイルのデータ・ロード・バッファを初期化する際、Essbase は、リ

ストの 初のルール・ファイル(たとえば、rule1 に対する ID 100)に指定する、開

始データ・ロード・バッファ ID を使用し、後続のデータ・ロード・バッファごと

に、1 ずつ ID 番号を増分します(たとえば、rule2 に対して ID 101)。

デフォルトで、SQL インタフェースは Essbase で提供される DataDirect ODBC ドラ

イバの並列接続を使用不可にします。この機能では並列 SQL 接続が必要なので、

構成ファイル(ARBORPATH/bin/esssql.cfg)を作成して、使用する ODBC ドライバ

のデフォルト設定を変更する必要があります。Essbase で提供される SQL Server Wire
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Protocol ドライバの esssql.cfgファイルの次の例では、並列 SQL 接続が使用可

能になります:

      [

Description "SQL Server Wire Protocol"

DriverName ARMSSS

UpperCaseConnection 0

UserId 1

Password 1

Database 1

SingleConnection 0

IsQEDriver 0

]

   

変更を有効にするには、Essbase サーバーを再起動する必要があります。

集約ストレージ・データベースへの複数 SQL データ・ロードの並列での実行 19
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5
非DataDirectドライバの使用

この章の内容

非 DataDirect ドライバについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21

非 DataDirect ドライバ用の構成ファイルの作成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 21

非 DataDirect ドライバの構成 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

非 DataDirect ドライバについて
すべての非 DataDirect ドライバ(すべてのデータ・ソース用に Essbase で配布され

る非 DataDirect ドライバ)を構成する必要があります。

全部ではなく一部の非 DataDirect ドライバは、Essbase 用にテスト済で、サポート

されています。適格なドライバおよびデータ・ソースの詳細は、Oracle Enterprise

Performance Management System Installation and Configuration Guide を参照してくだ

さい。

このセクションの情報はまた、Essbase で配布される DataDirect ODBC のデフォル

ト設定を変更する場合にも適用されます。

非 DataDirect ドライバ用の構成ファイルの作
成
非 DataDirect ドライバを使用してデータベースに接続する場合、または Essbase で

配布される DataDirect ODBC ドライバのデフォルト設定を変更する場合に、構成

ファイル(ARBORPATH/bin/esssql.cfg)を作成します。

注： Oracle Hyperion Enterprise Performance Management System コンフィグレータ

では、ODBC ドライバの構成中、および Essbase サーバーの構成、クラスタ

の構成、JVM のセットアップ中に essbase.cfgにエントリが追加される場

合があります。

デフォルトでは、essbase.cfgのデータ・ソース・エントリの先頭にセミ

コロン(;)のコメント・インディケータがあるために、一部の ODBC データ・

ソース・ドライバが無効になっている可能性があります。非 DataDirect デー

タ・ソースに接続できない場合は、essbase.cfgを編集して、使用してい

るデータ・ソースがリストされ、セミコロンのコメント・インディケータ

によって無効になっていないことを確認する必要があります。

非 DataDirect ドライバについて 21



l 22 ページの「構成ファイル内で使用されるキーワードと値」

l 24 ページの「Windows でのドライバ名の検索」

l 24 ページの「UNIX でのドライバ名の検索」

構成ファイル内で使用されるキーワードと値
構成ファイルは、ドライバ・ファイル名(DriverName)と、オプションの説明

(Description)、二重引用符で囲む必要がある値(Descriptionのデフォルト値は"

")を含む必要があります; 追加のキーワードが含まれる場合があり、その値は、表

1 で示すように、0 または 1 です。

キーワードと値は、少なくとも 1 つのスペースで区切る必要があります。一連の

キーワードと各ドライバの値は、カッコ([ ])で囲む必要があります。

異なるドライバには異なる値が必要な場合があります。特定の情報については、

ドライバのドキュメントを参照してください。

次の例で、Oracle の 初のエントリにより、Essbase で配布される DataDirect ドラ

イバのデフォルト設定が変更されます。2 つ目のエントリは、非 DataDirect ドラ

イバである、Microsoft SQL Server 用のエントリです。

サンプル esssql.cfg

         [

Description "Oracle Wire Protocol"

DriverName ARORA

UpperCaseConnection 0

UserId 1

Password 1

Database 1

SingleConnection 0

IsQEDriver 1

]

[

Description "Microsoft SQL Server 32-bit"

DriverName SQLSRV32

UpperCaseConnection 0

UserId 1

Password 1

Database 1

SingleConnection 0

IsQEDriver 0

]

[ 

 Description "Oracle BI Server" 

 DriverName libnqsodbc 

 UpperCaseConnection 0 

 UserId 1 

 Password 1 

 Database 1 
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 SingleConnection 1 

 ConvertUTF16toUTF8 1 

 ]

      

指定されていない値に適用されるデフォルトです。構成ファイル内で適用される

デフォルトは、esssql.cfgファイルがない場合に適用される Essbase のデフォル

ト値とは異なります。

表 1 構成ファイルのキーワードおよび非 DataDirect ドライバの値

キーワード 値 = 0 値 = 1

UserId ユーザー ID が不要(デフォルト) ユーザー ID が必要

Password パスワードが不要(デフォルト) パスワードが必要

Database データベース名が不要(デフォルト) データベース名が必要

Server サーバー名が不要(デフォルト) サーバー名が必要

Application アプリケーション名が不要(デフォルト) アプリケーション名が必要

Dictionary ディクショナリ名が不要(デフォルト) ディクショナリ名が必要

Files ファイル名が不要(デフォルト) ファイル名が必要

SingleConnection ドライバがスレッドセーフ - 複数のアクティブ

接続が許可される

注： 非 DataDirect ドライバ、またはこれがデ

フォルトである Oracle 11g データベースへの接

続に使用されない DataDirect ドライバには推奨

されません; 不安定になる場合があります。

ドライバがスレッドセーフではな
い - 1 つのアクティブ接続が許可さ

れる

Oracle 11g データベースへの接続に

使用されるものを除く、すべての
DataDirect ドライバのデフォルトお

よび推奨事項。

UpperCaseConnection ドライバに大文字と小文字の区別あり - 接続情

報が変換されない(デフォルト)

ヒント： データベース・サーバーへの接続が
失敗し、アプリケーション・ログに「ユーザー
名またはパスワードが無効です。ログオンが拒
否されました」というメッセージが表示された
場合、データベース内のユーザー名およびパス
ワードの大文字と小文字の区別を確認し、管理
サービス・コンソールに入力している内容と比
較してください。大文字と小文字の区別をオフ
にするには、この値を 0 から 1 に変更します。

ドライバに大文字と小文字の区別
なし - 接続情報が大文字に変換さ

れる

IsQEDriver ドライバが非 DataDirect のドライバ(デフォルト) ドライバが DataDirect ドライバ

注： DataDirect ドライバの構成情

報を指定できます。たとえば、
Essbase がサポートしない DataDirect
ドライバのバージョンの情報を指
定できます。
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キーワード 値 = 0 値 = 1

ConvertUTF16toUTF8 UTF8 への UTF16 データの変換なし(これはデフォ

ルトです)。
Oracle BI データ・ソースから UTF8
に UTF16 エンコード・データを変

換します。これは、OBI から

Essbase に SQL データをロードする

ために UNIX で必要です。

注： Oracle 11g データベースに接続する DataDirect ODBC ドライバは、マルチス

レッド接続を使用可能にし、大文字変換を使用不可にするように構成され

ています。SQL Server Wire Protocol ドライバでマルチスレッド接続を使用可

能にするには、18 ページの「集約ストレージ・データベースへの複数 SQL

データ・ロードの並列での実行」を参照してください。

Windows でのドライバ名の検索

ä Windows でドライバ名を検索するには、次の手順を実行します:

1 9 ページの「Windows でのデータ・ソースの構成」の手順 1 の方法を使用して、

ODBC Administrator を起動します:

「ODBC Data Source Administrator」のダイアログ・ボックスが開きます。

構成済のデータ・ソースは「ユーザー・データ・ソース」ボックスに表示さ

れます。適切に構成されていないが、「ユーザー・データ・ソース」ボックス

に表示されているドライバは、無視できます。

2 「ドライバ」タブを選択します。

3 右へスクロールすることにより、優先ドライバのファイル名を取得します。

たとえば、Microsoft Access Driver のファイル名は、ODBCJT32.DLLです。

UNIX でのドライバ名の検索

ä UNIX でドライバ名を検索するには、.odbc.iniファイルを表示します。

10 ページの「UNIX でのデータ・ソースの構成」を参照してください。

非 DataDirect ドライバの構成
Essbase は、ドライバの名前やパスワードで大文字と小文字が区別されるかなど、

DataDirect ドライバの基本的な構成情報を認識します。非 DataDirect ドライバの場

合、あるいは Essbase で配布される DataDirect ドライバのデフォルト設定を変更す

る場合は、構成情報を提供する必要があります。

ä 構成情報を提供するには:

1 esssql.cfgという名前の構成ファイル(テキスト・ファイル)を作成します。
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2 Essbase Server 上の$ARBORPATH/binディレクトリにファイルを配置します。

デフォルト・インストールでは、ARBORPATH は EPM_ORACLE_INSTANCE/

EssbaseServer/essbaseserver1です

注： 構成ファイルを作成しない場合、Essbase で、SQL データベースへ接続でき

ない場合があるデフォルト値が使用されます。
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Teradata データ・ソースの使用

Teradata ツールおよびユーティリティの Teradata Parallel Transporter(TPT)を使用し

て、データ・ロードのパフォーマンスを大幅に改善できます。この方法では、デー

タベース・スキーマを抽出するために ODBC が使用されます; その後、TPT によっ

てデータが取得されます。

Essbase がデータ・ソースとしてサポートする Teradata データベースのバージョ

ン、およびサポートされている Teradata ODBC ドライバの詳細は、Oracle Enterprise

Performance Management System 動作保証マトリックス(http://www.oracle.com/

technetwork/middleware/bi-foundation/hyperion-supported-platforms-085957.html)を

参照してください。

必要な Teradata ソフトウェアのインストール
お客様には、正しい Teradata ライセンスを持ち、正しいバージョンの ODBC を

Essbase サーバー・コンピュータ上でインストールして構成する責任があります。

インストールの手順は、Teradata のドキュメントを参照してください。

l Teradata ツールおよびユーティリティから、Teradata Parallel Transporter Export

Operator、Shared ICU Libraries for Teradata、Teradata GSS Client、および CLI を

インストールします。(Linux インストールの場合、GCC 3.3 により構築された

ライブラリを選択します。)

l Teradata ODBC ドライバをインストールします。
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Teradata をデータ・ソースとして構成

ä Teradata をデータ・ソースとして構成するには:

1 Teradata ドライバをインストールします。このドライバは、Teradata から取得する

必要があります。

l Oracle Essbase Studio では JDBC ドライバを使用します。JDBC Teradata ドラ

イバは、Essbase Studio サーバーが実行されているコンピュータにインス

トールする必要があります。

Essbase Studio では JDBC Teradata ドライバを使用して、キューブをストリー

ミング・モードで配置します。

キューブを非ストリーミング・モードで配置するには、Essbase サーバーが

実行されているコンピュータに ODBC ドライバをインストールする必要が

あります。

l Essbase サーバーでは ODBC ドライバを使用します。ODBC Teradata ドライ

バは、Essbase サーバーが実行されているコンピュータにインストールする

必要があります。

2 Oracle Process Manager and Notification Server (OPMN)サービス: EPM_epmsystem1 を使用し

て、Windows の「サービス」パネルから Essbase サーバーを停止します。

3 OPMN 構成ファイル(opmn.xml)をバックアップします。

例:

            C:\Oracle\Middleware\user_projects\epmsystem1\config\OPMN\opmn\opmn.xml

         

4 opmn.xmlファイルをテキスト・エディタで開きます。

5 Teradata ドライバを適切にロードするには、Teradata ライブラリの場所を指すステー

トメントを opmn.xmlファイルに含める必要があります。

1. opmn.xmlファイルで次のステートメントを探します:

                  <variable id="ESS_CSS_JVM_OPTION7" value="-

Djava.util.logging.config.class=oracle.core.ojdl.logging.LoggingConfiguration"

/>

               

2. このステートメントの後に、次のようなステートメントを追加します:

                  <variable append="true" id="PATH" value="C:\Program Files\Teradata

\Client\14.00\Shared ICU Libraries for Teradata\lib"/>

               

6 Essbase サーバーで Teradata データ・ソースを使用し、OPMN を使用して Oracle

Essbase エージェント・プロセスを監視および制御する場合は、使用しているオペ

レーティング・システムの変数で opmn.xmlファイルを更新する必要があります.

注： 絶対パスの値にスペースを含めることはできません。絶対パスの値の例

は 64 ビットのマシン構成に基づいています。
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64 ビット Windows

次の変数を追加します:

l TWB_ROOT: Teradata ルート

l PATH: Teradata 共有ライブラリ

l PATH: Teradata クライアント DLL ライブラリ

l PATH: Teradata 呼出しレベル・インタフェース・バージョン 2 ルーチン

l PATH: Teradata メッセージ DLL ライブラリ

64 ビット Windows の例:

            <variable id="TWB_ROOT" value="C:\PROGRA~1\Teradata\Client\14.00"/>

<variable append="true" id="PATH" value="C:\PROGRA~1\Teradata\Client\14.

00\SHARED~1\lib"/>

<variable append="true" id="PATH" value="C:\PROGRA~1\Teradata\Client\14.

00\TERADA~1\bin64"/>

<variable append="true" id="PATH" value="C:\PROGRA~1\Teradata\Client\14.00\CLIv2"/

>

<variable append="true" id="PATH" value="C:\PROGRA~1\Teradata\Client\14.

00\TERADA~1\msg64"/>

         

64 ビット AIX

次の変数を追加します:

l LIBPATH: Teradata ODBC ライブラリ

l LIBPATH: Teradata 共有ライブラリ

l LIBPATH: Teradata ODBC ドライバのロードに必要な ODBC コンポーネン

ト

l LIBPATH: Teradata クライアント・ライブラリ

l COPERR: errmsg.txtファイルが存在するディレクトリ

l NLSPATH: Teradata メッセージ・ライブラリ

64 ビット AIX の例:

            <variable append="true" id="LIBPATH" value="/opt/teradata/client/ODBC_64/

lib"/>

<variable append="true" id="LIBPATH" value="/opt/teradata/client/13.10/tdicu/

lib64"/>

<variable append="true" id="LIBPATH" value="/usr/odbc/lib:/usr/odbc/drivers"/>

<variable append="true" id="LIBPATH" value="/usr/lib:/usr/teragss/aix-power/

client/lib"/>

<variable id=" COPERR" value="/usr/libperion/essbase"/>

<variable id="NLSPATH" value="/opt/teradata/client/13.10/odbc_32/msg/%N"/>

<variable append="true" id="NLSPATH" value="/usr/lib/nls/msg/%L/%N"/>

<variable append="true" id="NLSPATH" value="/usr/lib/nls/msg/%L/%N.cat"/>

         

64 ビット LINUX
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次の変数を追加します:

l TWB_ROOT: Teradata ルート

l TD_ICU_DATA: Teradata 共有ライブラリ

l NLSPATH: Teradata ODBC メッセージ・ライブラリ

l COPERR: errmsg.txtファイルが存在するディレクトリ

l COPLIB: libcliv2.soライブラリ・ファイルが存在するディレクトリ

l LD_LIBRARY_PATH: Teradata ライブラリ

l PATH: Teradata クライアント・ディレクトリ

注： errmsg.txtおよび libcliv2.soファイルは通常、同じディレクトリに

あります。したがって、COPERR および COPLIB 変数の値は通常は同じ

です。

64 ビット LINUX の例:

            <variable id="TWB_ROOT" value="/opt/teradata/client/13.10/tbuild"/>

<variable id="TD_ICU_DATA" value="</opt/teradata/client/13.10/tdicu/lib64>"/>

<variable id="NLSPATH" value="</opt/teradata/client/13.10/odbc_64/msg/%N >"/>

<variable append=true id=NLSPATH value=/opt/teradata/client/13.10/tbuild/msg64/%N/

>

<variable id="COPERR" value="/usr/lib64"/>

<variable id="COPLIB" value="/usr/lib64"/>

<variable append=true id=LD_LIBRARY_PATH value=/opt/teradata/client/13.10/tbuild/

lib64/>

<variable append=true id=LD_LIBRARY_PATH value=/usr/lib64/>

<variable append=true id=PATH value=/opt/teradata/client/13.10/tbuild/bin/>

<variable append=true id=PATH value=/opt/teradata/client/13.10/tbuild/lib64/>

         

7 opmn.xmlファイルを保存します。

8 Oracle Process Manager and Notification Server サービス(EPM_epmsystem1)を使用して、

Windows の「サービス」パネルから Essbase サーバーを停止します。

9 次を検証します:

l Essbase サーバー: 管理サービス・コンソールでデータ準備エディタを使用

し、DNS を使用して Teradata データベースに接続します。

l Oracle Essbase Studio: 非ストリーミング・モードでキューブ配置を実行しま

す。Teradata ODBC ドライバが使用されます。

Teradata Parallel Transporter を使用するための
環境の設定
第 2 章「データ・ソースの構成」の手順に従って、次のタスクを実行します:

l Teradata データベースのホスト・ファイルにエントリを追加します; 例:
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            172.27.24.181      tera2db     tera2cop1

         

l $TELAPI$<tera>用にシステム ODBC DSN を構成します。ここで、<tera>は

Teradata データ・ソースの名前です: 例:

            DSN = $TELAPI$tera2db

         

l UNIX オペレーティング・システムでは、必要な環境変数パスが、適切な場所

で定義されていることを確認します(Windows インストールでは、必要な環境

変数が自動的に更新されます):

m TD ODBC ドライバ

m CLIv2

m TD GSS

m 共有 ICU

m TPT Export Operator ファイル

m DataDirect ODBC ドライバ

l さらに、オペレーティング・システムの適切なパスに、Teradata Parallel

Transporter 用に次の変数を設定します。(詳細は、『Teradata Parallel Transporter

Application Programming Interface Programmer Guide』の付録「Code Samples」

を参照してください)。

m export LD_LIBRARY_PATH = <ライブラリ・パス>:$LD_LIBRARY_PATH

                  export LD_LIBRARY_PATH = /usr/tbuild/12.00.00/lib:$LD_LIBRARY_PATH

               

m export NLSPATH = <カタログのディレクトリ・パス>/%N:$NLSPATH

                  export NLSPATH = /usr/tbuild/12.00.00/msg/%N:$NLSPATH

               

m (CLI がデフォルト・ディレクトリにインストールされていない場合) export

COPERR = <errmsg.catのディレクトリの場所>

                  export COPERR = /usr/lib

               

Teradata Parallel Transporter を使用した Teradata
データのロード
第 4 章「SQL データのロード」の手順に従います。SQL データ・ソースを開くと

きに、ODBC DSN として定義する接頭辞$TELAPI$が付いている必要なデータ・

ソース名を選択します。SQL 文の場合、SQL SELECT、FROM、および WHERE ス

テートメントでネイティブ Teradata クエリーを定義します。これらのステートメ

ントに、改行を含めないでください。各エントリは、1 つのステートメントに入っ
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ている必要があります。ネイティブ Teradata SQL クエリー規則については、関連

する Teradata ドキュメントを参照してください。

Teradata TPT-API ロード設定のカスタマイズ
データ・ロードに Teradata TPT-API を使用する場合、TPT-API を使用してデータ

をロードすると同時に柔軟性を大幅に向上する設定をカスタマイズできます。次

の設定は、essbase.cfgに含まれている場合、Teradata TPT-API データ・ロード・

オプションをカスタマイズできます。

l TD_MAX_SESSIONS

l TD_TRACE_OUTPUT

l TD_TRACE_LEVEL

l TD_TENACITY_HOURS

l TD_TENACITY_SLEEP

TD_MAX_SESSIONS
ログオンできる Teradata データ・ロード・セッションの 大数を指定します。

構文

      TD_MAX_SESSIONS 

      n

      

   

n は、ログオンできるデータ・ロード・セッションの 大数を指定する整数です。

値: 0-255。ゼロはデータ・ロード・セッションを終了します。デフォルト値は、4

です。

TD_TRACE_OUTPUT
Teradata トレース・メッセージの場所を設定します。

構文

      TD_TRACE_OUTPUT 

      tracefile

   

tracefile は、トレース・メッセージのファイル名またはファイル名へのパスです。

デフォルト値は"Essbase_TPT_Trace.txt"です。このファイルは

ORACLE_INSTANCE の場所(/scratch/aime/Oracle/Middleware/user

projects/epmsystem1/など)にあります。
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TD_TRACE_LEVEL
Teradata ドライバのトレース・レベルを設定します。デフォルトは TD_OFF です。

構文

      TD_TRACE_LEVEL 

      trace_constant

   

trace_constant は次の定数のいずれになります:

l "TD_OPER" — ドライバ固有のアクティビティのトレースを有効にします

l "TD_OFF" — トレースは無効です

l "TD_OPER_ALL" — すべてのドライバレベルのトレースを有効にします

l "TD_OPER_CLI" — CLIv2 を含むアクティビティのトレースを有効にします

l "TD_OPER_NOTIFY" — 通知機能を含むアクティビティのトレースを有効にし

ます

l "TD_OPER_OPCOMMON" — 演算子を含むアクティビティのトレースを有効に

します

l NULL — 引数リストを終了します

TD_TENACITY_HOURS
許可されている操作の 大数が Teradata データベースですでに実行されている場

合に、Teradata ロード・ドライバがログオンの再試行を続行する時間数を設定し

ます。

構文

      TD_TENACITY_HOURS 

      n

   

n は、-n から n までの正または負の整数になります。デフォルト値は、4 です。

ゼロ値はこの再試行オプションを無効にします。負の値はデータ・ロードを終了

します。

TD_TENACITY_SLEEP
許可されている操作の 大数が Teradata データベースですでに実行されている場

合に、Teradata ロード・ドライバがログオンの再試行を続行する分数を設定しま

す。

構文

      TD_TENACITY_SLEEP 
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      n

   

n はゼロまたは正の整数になります。デフォルト値は 6 です。

Unicode 文字セットとマルチバイト文字セッ
トのサポート
Teradata は、Essbase サーバーが TPTapi を使用して取得するマルチバイト文字セッ

ト(MBCS)と Unicode テキストをサポートします。

この機能を使用するには、次のタスクを実行します:

l Essbase サーバーで使用されるクライアント文字セットが、Teradata データベー

スにインストールされていること、または Teradata データベースで使用可能

になっていることを確認します。

l ODBC ドライバの文字セットが、Essbase サーバーが TPTapi に渡す文字セット

に一致することを確認します。

そのためには、表 2 で示すように、$ESSLANG 変数によって使用される文字

セットに一致する文字セット名で ODBC 接続 DSN を作成する必要がありま

す。

表 2 サポートされている文字セット

文字セット $ESSLANG 変数の設定

ラテン(ほぼすべての西洋の言語に適用) 各種

日本語 KANJISJIS_05

Unicode UTF8

注： Essbase は、サポートされている文字セットでデータを取得します; ただし、

SQL クエリーは英語である必要があります。
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